
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１１日（土）に第１２回となる吉田コミュニティ

主催のグラウンドゴルフ大会を開催し、全行政区から７２

名の参加をいただきました。主催者を代表して吉田コミュ

ニティ健康福祉部会の峰正已部会長の、「前日の雨で開催

を心配していたが、自分の日頃の行いがいいので、こんな

に晴れてよかった。」とジョークを交えたあいさつから始

まりました。 

日頃の練習が成果を上げているようで、ホールインワン

が計１２個も飛び出しました。優勝を飾ったのは、ホール

インワン

を２回も

出した白岩スミエさん（真上吉田区）で、３４打という好スコ

アでした。最高齢者賞は、男性が岡一己さん（東吉田区）、女

性が上滝厚子さん（東吉田区）のお二人がいずれも 90歳で、

選出されました。最後は最近恒例のジャンケン大会でまんぞく

館の商品券を狙っての盛り上がりで終了となりました。参加者

をはじめ、搬入・搬出、運営にご協力の皆さん、ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

１０月３１日（火）に吉田公民館において、野中医院の田邊章

弘院長を講師に、「健康講演会」を健康福祉部会主催で開催しま

した。演題は「健康寿命を延ばしましょう！」で、健康を害する

ことになる理由やそうならないための対策などを、分かりやすく

お話していただきました。お役立ち情報が満載の内容でしたが、

特にピロリ菌の駆除により、胃がんのリスクが極端に減ること

が、朗報と思えましたので、吉田地区の皆さんの多くの人にもぜ

ひ、検査を受けていただきたいと思いました。今年度は、田邊先

第１２回グラウンドゴルフ大会開催！ 

～好プレー、珍プレー、いろいろありました～ 

吉田コミュニティだより 
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健康講座、たくさんの参加がありました！ 



生のご提案で、お仕事で昼間の講演に参加できない方にも対応するため、夜の部も同様の内容で１１月２７日

に実施することになっています。（編集日１１月１６日）また、両方参加できなかった方のために講演内容をま

とめてコミュニティだよりで特集したいと思っています。 

 

１１月１２日（日）吉田小学校の体育館におい

て、JR九州嬉野温泉駅の中野裕介駅長を講師にお

招きして、青少年育成部会（諸石州正部会長）主催

により、こども夢会議講演会を開催しました。演題は「目標を持

つことの大切さ」で、長距離ランナーとして、白石高校から進学

した中央大学で、幼い頃からの夢であった箱根駅伝出場を実現し

た経緯や現在のお仕事について、お話をしていただきました。最

後に吉田小・中の児童・生徒へのメッセージとして、「勉強もスポ

ーツも人にやらされて、やるのではなく、目標を決めて自分事と

して取り組む」ことが一番大切なことであるという言葉で締めく

くられました。講演の後に吉田中３年の早瀬太陽さんが、代表し

て「目標を持つことの大切さを知り、それに対して頑張ってみようと思った。」と謝辞を述べ、吉田小６年生の

八谷大翔さんからは、お礼の品として吉田産のお米、野菜、たまごなどの詰め合わせを贈呈しました。 

  

 

 

小野求さん（真上吉田区）が嬉野市政表彰を受

けられました！ 

平成１９年から「活き 

生き吉田会」の会長とし 

て、長年にわたって吉田 

地区の地域及び教育振興に 

尽力されたその功績が認め 

られての受賞です。 

吉田コミュニティ活動にも多大なご貢献をいただい

ていますので、コミュニティから推薦させていただ

きました。また、式典では受賞者を代表して、謝辞

を述べられたということです。 

 

こども夢会議講演会開催 

 

編集後記 
この数日で、急に冷え込みが厳しくなってきました。しかし、全体としては地球の温暖化が進んでおり、子ど

もの頃、冬の朝に見かけたつららを見ることがなくなり、霜柱のザクザク足に伝わる感触ももう忘れてしまいま

した。風邪をひいている人が周囲に増えてきています。ご注意を。 

吉田小中体育大会でのハッピの晴れ姿！ 

笑って Yわい会（平山 

眞砂子会長）と吉田小学 

校６年生の保護者の皆さ 

んが、地区の方々から提 

供いただいた鯉のぼりを 

使って、製作されたソー 

ラン用のハッピが体育大会 

において、６年生着用でお目見えしました。背中の

虎や武者の迫力も加わり、例年以上の元気よさが感

じられました。笑って Yわい会では、令和６年度の

取り組みとして５年生の分の製作を検討中とのこと

です。 

コミュニティの役員・運営委員で視察研修を行いました。 

１１月１３日（月）にコミュニティの役員と運営委員である区長の９名で、 

諫早市飯盛地区の「地域共生助け合い隊」の視察研修を行いました。 

地域共生助け合い隊では、高齢者による高齢者のための助け合い運動として、 

ゴミ捨て、買い物同行、草むしりなどの作業を行い、謝礼としてワンコインを 

を受取るボランティア活動を実施されています。ゴミ捨ては一回 20円ですが、 

その他の作業は１時間 500円となっているそうです。交通手段を持たない人の 

足として、通院、買い物の送迎・同行は大変に助かっていると利用者がコメン 

トしていました。顔見知り同士の助け合いなので、車の運転や自宅内の清掃な 

ども、安心してお願いできるそうです。また、スタッフも知り合いばかりなので、作業しながらのおしゃべり

などに花が咲くということでした。会長の藤本さんもご高齢の女性ですが、エネルギッシュでしゃべりだした

ら止まらないような元気な方でした。機会があれば、吉田に話に来てもらいたいと思いました。 


